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瑠。序論   

現在の自動車業界は、技術のある企業同士の大  

型合併がおこり、市場の再編成が始まったといわれ  

ている。また、環矧こやさしい自動車の開発を進め  

ることが必須の条件であるといわれ、トヨタとホン  

ダはすでにハイブリッドカーを発売している。   

しかし、これは利用者が積極的に望んでいるこ  

とであろうか？そこで、我々は若者がどのような評  

価基準で自動車を選び、またその評価基準が全体の  

何割の人が重要視しているかを主成分分析とエント  

ロピー。モデルを用いて求めることを試みる。  

凱 研究露盤口絵盈   

凱1調査8アンケ一陣◎概要   

若者が自動車を選ぶときは、新車よりも中古車  

を選ぶ人が多し㌔そこで、20代前半の男性250  

名に、比較的よく売れている中古車10車種選び［4］、  

各中古車に対するイメージを4段階で評価してもら  

うアンケートを実施した。   

凱．2 緒果   
このアンケートの結果から主成分分析を行い、  

評価基準を寄与率の高いものから順に並べ替える。  

寄与率が5％以下のものを除外すると、評価基準は  

9個から3個にしぼることができる。   

これらによって、主成分の意味づけをしてみると、  

第1主成分は“性能”、第2主成分は“鐘静隆9，、  

第3主成分は“流行8ブランドp9とそれぞれ名づ  

けることができる。   

これらによって、利用者がどんな評価基準を持  

っているのかを決定することができた。それでは、  

どのくらいの割合の人がこれらの評価基準で選んで  

いるのだろうか？これを調べるためにエントロピ  

ー。モデルを用いて分析する。そのため、主成分分  

析で得られたデータをもとに、各評価基準に対して、  

明らかに利用者が望まない項目を除いて、主成分負  

荷の高い項目をいくつかあげ、その人数を合計した  

データを用いる。  

望。電デ』』⑳理論的蘭慶   

2。1主成分分析   

主成分分析とは、複数変量のデータのばらつき傾  

向から少数の合成された新たな変数（主成分）を求  

める手法のことをいう［2］，［3〕。この分析により、  

多くの変量を集約して少数の代表的な評価基準によ  

って、事象を説明することができる。   

三．主 エゝ，トに】ピー．とは一子】   

エントロピーとは、情報の量的増加量のことで  

ある〔1］。その情報の量的増加量は、ある要因によ  

って、データが2つに等しく分類されたときの情報  

の量的増加量を1ビットと定義する。これにより、  

情報の量的増加量の数イ酎ヒができる。したがって、  

エントロピーは次の（1）式のように定村ヒされる。   

〝   

β（銅）＝∑ク′×一og旦   （1）  

J＝l  飢  

〝 〝  

ただし、∑ク′＝∑吼＝1である。  
′ニl ノ＝l   

ある制約のもとで、D（p，q）を最小にする  

選択比率pを求めるモデ／レを構築することができる。  図1 評価基準の市場構造  
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ここで、評価基準の市場構造モデルを図1のよ  

うな木の形で表す云 図1を参考にしてモデルの数式  

化を行う。第i主成分を評価基準にして車種sの自  

動車を選ぶ人数をnsi、各車種ごとの市場占有率  

を  

hい第i主成分を評価基準として選ぶ割合をpい  

第i主成分の要因別占有率をqiとする。これから、  

制約条件は次のようになる。  

を適用すると、“性能”を評価基準にする利用者が  

32．40％，“経済性”を評価基準にする利用者  

が27．03％，“流行・ブランドを評価基準に  

する利用者が39．47％である。   

この結果から、“流行・ブランドを重要視する  

利用者が多いということが分かったこれは、ある  

意味で名前のよく知られた企業の自動車・名前のよ  

く知られた車種を把握する 

． 

れる品質といえるだろう。地球環境にやさしい自動  

車や乗り心地が良い中古車を探し出し、販売するこ  

とが求められる。   

次の‘‘経済性’’より、販売価格が安く、燃費が  

よい中古車を望んでいることが伺える。  

力s＝立憲LxA（s＝1，2，…，10）．（2）   
；＝1∑り′  

ノ＝1   

となる。   

さらに、目的関数は、次のようになる。   

匝1  ユ β占，融＝‡ク′×わg旦            吼  （3）   

5．今後の課題   

今回のアンケートは、項目が29項目もあり、  

アンケート対象者への負担がかなり大きかった。今  

後は、今後は、20項目程度にしぼりこむ必要があ  

る。また、各項目たっいても、具体的な内容が多く、  

戸惑いを感じているようだった。さらに、想像で答  

えなければならない項目があるため、アンケート対  

象者への負担を増大させてしまうー因であるようだ。   

さらに、車種で行ったことも課題になる。この  

ような具体的な内呑も入っているので、スポーツカ  

ーや4WDといったもので行うべきだったかもしれ  

なし㌔  

したがって、10個の制約条件のもとで、目的  

関数D（p，q）を最小化する問題になる。   

この問題は反復尺度法で容易に解け、  

p－＝0．32398355，  

p2＝0．27034116，  

p3＝0．39471843，  

を得、合計すると次のようになる。   

3  

∑几＝0・98904314・  
J＝l  

4．考察   

4．1主成分分析から分かること   

バブル景気の頃は、人の乗った自動車よりも新  

車を購入する人のほうが多かったが、昨今の不景気  

で中古車に目が向けられ、各大手メーカも中古車の  

販売に力を注いでいる。   

そこで、利用者の要求品質は何であるかを把握  

するために、主成分分析は役立つであろう。今回ゐ  

場合、自動車を選ぶ基準（評価基準）は、‘‘性能’’，  

“経済性”，“流行・ブラン■ドの3つで95％程度  

説明することができることが分かった。   

4．2 エントロピー・モデルから分かる  

こと   

主成分分析の結果から、エントロピー・モデル  
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